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療に日々従事しています。入院中に合併症評価はもちろん
のこと、様々な専門的観点（グルカゴン負荷試験、食事負
荷試験、グルコースクランプ、呼吸商、インピーダンス法・
DEXA 法による体組成計測など）からインスリン分泌能や
インスリンに対する感受性を徹底的に評価して患者さん
個々の病態生理に沿って最新の治療が安心して提供でき
るように心掛けています。

『当科脂質異常症領域』
　多くの糖尿病患者が脂質異常症を合併しています。当科
ではコレステロール、中性脂肪などの脂質を単なる数値の
みでなく電気泳動法やアポ蛋白を測定評価したアポリポ蛋
白の観点からあるいは脂肪酸分画の観点から脂質異常症
を詳細に分析しています。その結果、心筋梗塞発症のリス
クが非常に高い患者さんには循環器内科と連携して冠動
脈 CTや心臓カテーテルを実施して有意狭窄を認める患者
さんには発症する前に必要に応じて薬物、ステント治療介
入を実施し発症・進展予防に努めています。

ポリアクリルアミドゲル電気泳動法

　  　　　　　　　　　　　　　　　

4.　心不全の診療

心不全は、あらゆる心臓病が最終的に行き着く病気です。
心臓が悪いために息切れやむくみが起こるものですが、だん
だん悪くなり、やがては死に至る病気です。心不全は、薬物
療法、カテーテル治療、外科治療や、アブレーション治療、ペ
ースメーカー治療など元の心臓病に対する治療が必要にな

ります。回復後の心臓リハビリテーションも重要で、リハビリ
テーション科西𥔎医長の指導の下、患者さんの病状に合わ
せたリハビリテーションが行われています。一方、最近心不
全患者さんの高齢化が顕著となり、症状の悪化から再入院
が繰り返されるなど、多くの課題が指摘されています。そこで、
岡山県では多職種の医療関係者が連携して心疾患患者を
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III．総合病院の循環器内科としての役割
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支援するシステム「岡山県安心ハートネット」を作り、激増す
る心不全患者を病診連携を密にすることにより、地域の先生
とともに心不全患者さんの診療を行うことで再入院を防ぎ、
地域で健やかに過ごしていただこうというもので、全国でも初
めての試みです。今年から岡山県備前地区では8つの急性期
病院を中心に多職種の医療関係者とともに定期的に連携を
進めていきます。

人体は心臓・血管だけで構成されるわけではありません。
脳、胃腸、肝臓、腎臓、泌尿器、骨・関節などがあり、また心
臓や血管の中には血液やホルモンなどが流れています。つま
り人体は様 な々構成部品からできている精密機械のようなも
ので、これらが互いにうまく機能することで健康に過ごすこと
ができます。人体のどこかに不具合が現れると、それは他の
箇所に不具合を生じさせ、互いに悪影響を及ぼします。当院
の循環器内科の患者さんには、糖尿病、高血圧などの生活
習慣病だけでなく、脳神経の病気、肺の病気、血液の病気、
胃・肝臓・大腸などお腹の病気、腎臓・泌尿器の病気、骨・関
節などの整形外科的な病気のほか、膠原病、そしていろんな
臓器のがんなど、ありとあらゆる合併症を有する患者さんが
いらっしゃいます。

当院は総合病院です。循環器内科では心臓・血管はもちろ
んのこと、院内の他の診療科と連携し、各科専門医が合同で
チームとして診療を行うことで、いろいろな合併症を持つ患
者さん一人一人に対して、同じ一つの病院で、情報を共有し
ながら、外来入院を問わず、一貫した診療を行うことが可能
です。この点は心臓病に特化した専門医療施設と大きく異な
るところで、当院のセールスポイントと言えるでしょう。
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左：安心ハート手帳（急性心筋梗塞用）、中：同（心不全用）、
右：岡山県心不全地域連携診療計画書

糖尿病・代謝内科は心筋梗塞、脳梗塞、透析導入等を初めとした血管合併症を発症させる前
に様 な々観点からリスクを評価し、発症・進展させないように最新医療機器・治療で予防医学に
努める診療科です。

循環器内科

■糖尿病・代謝内科医長　肥田　和之
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特集
糖尿病・代謝内科

【新任紹介】
　2017年10月から、糖尿病・代謝内科スタッフに待望の内
分泌専門医：武田昌也先生が加わり、従来通りの糖・脂質
代謝、高血圧症に加えて甲状腺、副腎、下垂体疾患におけ
る幅広い疾患の診断、治療対応が可能となりました。

〔武田先生からの自己紹介〕：甲状腺・副腎・下垂体など内
分泌臓器の疾患を専門にしています。丁寧な説明を心がけ
ています。よろしくお願い申し上げます。

【糖尿病・代謝内科スタッフ紹介】

当科の特徴
『当科糖尿病領域』
　血糖コントロール・病態評価目的の入院患者さん：（平均
在院日数：約11日、年間約250～300名）、他科併診の血
糖コントロール目的の患者さん：50～70名／日の診療・治

医　　　　長：肥田　和之（地域連携室長併任）
医　　　　師：武田　昌也
　　　　　　　松下　裕一
　　　　　　　梶谷　展生
　　　　　　　伊勢田　泉（非常勤）
　　　　　　　太田　　徹（非常勤）
　　　　　　　渡邉　聡子（レジデント）
　　　　　　　須藤　梨沙（レジデント）
医療クラーク：大西　麻弥
　　　　　　　富田　陽子

正常 異常
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甲状腺がんの内視鏡手術—先進医療として認可
甲状腺外科の高度医療

甲状腺は頚部にあるために、通常、甲状腺の手術では、首
の前に傷が残ります。その傷が目立ったり、引きつったりし
て、傷により精神的・肉体的苦痛などを経験する人もおられ
ます。内視鏡を用いて頚部に傷をほとんどつけずに行う手
術が、1999年より行われるようになりました。当院乳腺甲
状腺外科でも、早くからこの手術に注目し、準備を行ってき
ました。甲状腺良性腫瘍の手術はすでに保険で認められ、
当院でも行うことができます。しかし、甲状腺がんに対して
の内視鏡手術は未だ保険に認可されておりません。しかし、
非常に優れた手術であるために、2016年より『先進医療』
として、施設基準を満たした認可された限られた施設で行
われております。当院でも準備を行い、認可を得たため、
2017年11月より本手術が行えるようになりました。全国で
8施設目です。

このような経過で、甲状腺がんに対して、この内視鏡下甲
状腺手術が行われるようになったわけです。先進医療にお

いては、手術に関する費用は自己負担になります。その他の
入院費用は保険が適応されます。すなわち、少し割高にな
ります。詳細は当院窓口でご相談ください。

■乳腺甲状腺外科医長　臼井　由行

図の説明：鎖骨の下の胸の前に3cmほどの傷があります。

ハイデルベルグ大学Thoraxklinikにおける
Interventional pulmonology

2018年1月にドイツのハイデルベルグ大学に留学する機
会を与えて頂いたのでご報告させて頂きます。ハイデルベル
グ大学はドイツ最古の大学であり、学術研究活動に対して高
い評価を得ている大学です。世界各国から多くの留学生や
研究者が集まっており、56人ものノーベル賞受賞者を輩出し
ています。大学のあるハイデルベルグも大変魅力的な街であ
り、山の上の古城（ハイデルベルグ城）やバロック風の街並み
が残る旧市街地は多くの観光客が訪れていました。

僕が研修を行ったハイデルベルグ大学Thoraxklinikで
は日本ではまだ臨床導入されていないCOPD（肺気腫）に対
するEndoscopic lung volume reduction(気管支鏡下
肺容量減少術：バルブ、コイル治療)や、今後日本への臨床
応 用 が 望 まれている 肺 癌 や 間 質 性 肺 炎 に 対 する
Cryobiopsy ( 凍結生検 )、難治性気管支喘息に対する
Bronchial Thermoplasty (気管支熱形成術)が数多く行
われており充実した研修を行うことができました。気管支鏡
治 療では世 界 的に有 名な Prof.med.Felix Hearth や
Prof.med.Ralf Eberhardtともお話する機会があり大変刺
激になりました。毎日10件以上行われている気管支鏡検査
は、診断、治療を含めて全例、全身麻酔下で硬性鏡を挿入
した状態で、電子気管支鏡を使用して行われていました。気

管、気管支の中枢側にある腫瘍性病変に対しては全例で、末
梢側の腫瘍性病変に対しても症例を選択してCryobiopsy 
(凍結生検)が行われていました。大きな組織が採取できる
利点はありますが、出血への迅速な対応が必要でした。
Endoscopic lung volume reduction(気管支鏡下肺容
量減少術：バルブ、コイル治療)も積極的に行われており、症
例の選択や気胸などの合併症に対する理解を深めることが
できました。

最後に、日本とは文化や価値観が異なる国に滞在すること
で、旅行や国際学会に参加するだけではなかなか感じ取るこ
とができないドイツ人の仕事観や生活観に触れることができ、
非常に有意義な経験となりました。このような貴重な機会を
与えてくださった、佐藤利雄院長、柴山卓夫先生をはじめ、全
ての方々にこの場を借りて御礼申し上げます。

■呼吸器内科医師　南　大輔

ハイデルベルグの街並み Prof.med.Felix Hearth

肺気腫に対する最新治療

気管支鏡下肺容量縮小術の手技（バルブ治療）

気管支鏡を目的の気管支部位まで挿入し、気管支バルブ（IBV® Valve System）を留置します。バルブの逆止弁効果に
よって、肺内の異常がある部位から正常な部位へと空気の流れを変化させることが可能となります。現在、日本国内で
も臨床試験が行われており、今後の臨床応用が期待されています。
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最後に
　当科では総合病院としての利点を活かして医師、看護師、
薬剤師、管理栄養士、歯科医師、歯科衛生士、理学療法
士など多くのスタッフが一体となって協力・連携し、患者さ
んのセルフケアをサポートする「チーム医療」に力を注いで
います。また同時にかかりつけ医の先生方と協力して糖尿
病診療を行う「地域医療連携」を推進して患者様にメリット
のある医療を提供できればと考えております。

『高血圧症領域』
　本態性を含めた高血圧患者に対して生活習慣の是正を
中心とした食事指導を行い、降圧効果が不十分な患者さ
んに対しては病態に応じて薬物治療加入を行い、必要に
応じて携帯型自動血圧計（ABPM）で治療効果の判定を
実施しています。また2次性高血圧症疾患の診断に力を注
いでおり、糖代謝異常との関連も状況に応じて評価してい
ます。

『内分泌領域』
　内分泌疾患の中で一番頻度が高い疾患群は甲状腺疾
患です。当科では採血・超音波・シンチグラフィなどの検査
を用い、バセドウ病・橋本病など甲状腺内科疾患の診断・
治療にあたっております。甲状腺クリーゼの入院加療やバ
セドウ病アイソトープ治療も対応可能です。腫瘍性疾患に
ついては外科と連携して診療にあたります。その他副腎・下
垂体・副甲状腺などの疾患も担当しており、地域連携医療
に力を注いでいく予定です。

『フットケア領域』
　当科では、「糖尿病フットケア外来」を2007年に開設し

「予防的フットケア」を行っています。セルフケア困難な胼
胝や爪変形を持つ糖尿病患者さんを主な対象にして、フッ
トケア専門研修を受けた糖尿病療養指導士が中心となっ

フットケア外来の一風景

て足病変の処置や日常生活における療養指導を行ってい
ます。専門的な治療が必要な症例では、皮膚科、形成外
科、心臓血管外科、整形外科など糖尿病足病変に関連す
る各診療科と協力・連携して切れ目のない診療を目指して
います。


